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A B O U T  U - P A R L

2020年10月1日、東京大学総合図書館4階にアジア研究図書館が開館しました。多様な現
地語文献を含むアジア関係資料を収集し、学内のアジア関係プロジェクト・研究者を繋ぐプ
ラットフォームを開設・運営するハブとして、新しい形の「研究する図書館」となることを目指し
ています。

　部門長の蓑輪です。U-PARLが設立に尽力したアジア研究図
書館は、今年で開館から3年目を迎えます。U-PARLでは、ポスト・
コロナの世界を見据えた活動を模索し、アジア各地から集めた資
料のデジタルコレクションの充実やオンラインを通じた研究成果
の発信を推進しております。新しい時代のアジア研究においても
重要な役割を担うことができるよう、引き続き協働型アジア研究の
拠点形成に積極的に取り組み、アジア研究図書館の発展に努め
てまいります。
    
　　　　U-PARL部門長　蓑輪顕量(人文社会系研究科教授)

東 京 大 学アジア研 究 図 書 館

兼務教員： 蓑輪顕量（部門長）、上原究一（副部門長）、松本武祝、高橋美保、海野聡
特任准教授： 永井正勝（副部門長）

特任研究員： 荒木達雄、澁谷由紀、須永恵美子、中尾道子
特任専門職員： 宇戸優美子、中井勇人
事務補佐員： 小澤智子、髙山和歌子、吉川仁美

特任助教： 徳原靖浩

　東京大学附属図書館アジア研究図書館上廣倫理財団寄付研究部門Uehiro Project for 
the Asian Research Library（U-PARL）は、公益財団法人上廣倫理財団の寄付を受けて、
2014年4月に附属図書館に設置された研究組織です。
　U-PARLは、その第一期（2014～2018年度）において、アジア研究図書館の構築支援を
主要なミッションとして掲げ、蔵書構築、請求記号体系の策定、フロアプランの検討に加え、
セミナー、ワークショップの開催などの活動を積極的に行なってきました。
　第二期（2019～2023年度）では、知の結節点となるアジア研究図書館を軸に、アジア研
究拠点の形成、研究図書館機能開拓研究、人材育成と社会還元、アジア研究図書館構築支
援を柱とした活動を実施しています。

開架フロアレクチャールーム

中国古典文献のデジタル化に関する国際学会 東京大学人文社会ウィーク2023



2022～2023年度は、以下の6つの研究プロジェクトを実施しています。

アジア諸地域の資料を適切に組織化し利用に供することを目的
に、アジアの諸言語の基本的な文法の知識や、コンピューター上
で外国語を扱うための注意点、各地域の出版物に特徴的な出版
の形式と目録規則の関係等について、ノウハウや課題を共有する
ためのワークショップを開催し、その内容を元に、図書館で作業者
が参照するための目録作成の手引きを作成、公開する。 

本プロジェクトでは様々な学問分野の古代エジプトの研究者が集
い、情報共有を行うことにより、暗黙知を可視化させるとともに古代
エジプト研究の総合知を創出する仕組みについて議論を行う。ま
た、古代エジプト研究の総合知を次世代へ継承すべく、インターカ
レッジの教育を実践し、若手研究者の養成に努める。 

「近現代東南アジアにおける出版に関する研究：ベトナムとタイを中心に」

  代表： 澁谷 由紀

近現代東南アジアにおいて、国家による出版政策がどのように展開して
きたのか、社会的・経済的変容に伴い出版業界がどのように変容してき
たのかについて考察する。特に、植民地支配や分断国家を経験し現在
の政治体制が共産党一党支配であるベトナムと、植民地支配を経験せ
ず、現在の政治体制が立憲君主制であるタイという二つの対照的な国
に焦点を当てる。 

「南アジア関連資料のデジタル画像化とテキスト化に関する研究」

  代表： 須永 恵美子

「東京大学所蔵アジア研究情報資源の組織化と公開に関する研究」

  代表： 中尾 道子

「古代エジプト研究の総合知創出に向けた基礎的取り組み」

  代表： 永井 正勝

「アジア情報資源の組織化に関する研究：
  目録作成ワークショップとマニュアル作成」

  代表： 徳原 靖浩

「東京大学蔵『水滸伝』諸版本デジタルデータの整備およびこれを用いた研究」 

  代表： 荒木 達雄

協働型アジア研究拠点の形成

図書館の強みを活かしたアジア研究の推進

学術ネットワークの構築

「東京大学アジア研究図書館デジタルコレクション」にて公開
中・公開予定の『水滸伝』諸版本の版面画像を本文、批評、書
き入れのテキストデータと連動させて閲覧でき、版本間の横
断検索も可能な「水滸伝版本対照プログラム」を作成する。そ
の過程において得た知見を活かした研究も展開する。  

ウルドゥー語は、文芸書や宗教書を軸に出版文化が盛んな言語
であり、ムスリム知識層が発行する数多くの新聞や雑誌が社会
運動を牽引してきた。本共同研究では、ウルドゥー語を中心とした
南アジアの資料のデジタル画像化とテキスト化に取り組む。その
過程で南アジアの資料利用や著作権についての情報の整理、テ
キスト化の技術的な方法論の蓄積を行う。

東京大学が開学以来蓄積してきたアジア研究情報資源は、学術
上極めて重要な価値を有しながら、その全容については未だ十分
な調査・整理がなされていない状況にある。本研究では北東アジ
ア研究情報資源を中心に情報を集約して一覧化するとともに、そ
の資料的性質を明らかにし、デジタル化を含めた公開方法を検討
することで学術的な利用の促進を図ることを目的とする。



東京大学アジア研究図書館ならび
に総合図書館等の所蔵
するアジア関連学術資
源の高精細画像を提供
しています。

図書館のあり方は日々変化していますが、その根幹
はやはり所蔵する資料にあります。U-PARLは、新
規資料の選書・購入や学内資料の統合を進め、ア
ジア研究図書館の蔵書構築に取り組んでいます。

川西裕也・中尾道子・木村拓編
『壬辰戦争と東アジア：秀吉の
対外侵攻の衝撃』（東京大学出
版会）が刊行されました。

東京大学アジア研究図書館
デジタルコレクション原資料展

総合図書館にて「アジアの資
料をむすび、ひらく」展を開催
し、資料の研究活用について
のセミナーを実施しました。  

蔵書構築

研究図書館のあるべき姿を求めて、研究情報資源の管理や提供方法の検討、国内外の図書館との情
報交換を行っています。

U-PARLはアジア研究や図書館に関する様々な情報を積極的に発信しています。

セミナーやワークショップの開催

出版物の刊行

データベースの公開

ウェブ上での研究情報の公開

デジタルリソース研究

研究情報資源の管理提供研究

研究図書館に関する調査研究と相互交流

アジア研究図書館の構築支援

人材育成と社会還元

第21回中国古典小説戯曲文献
及びデジタル化国際学会

東京大学を拠点に、中国の研
究機関と共同して、オンライン
形式の国際学会を主催しまし
た。

 研究図書館の機能開拓研究

寄贈資料の整理や学内所蔵資料の調査も
行なっています。

東京大学アジア研究図書館            
デジタルコレクション

学内・学外向け情報発信
図書館総合展・人文社会ウィーク企画展への参加

　 2022年11月、「第24回図書館総合展online_
plus」のポスターセッションに参加し、U-PARLの
活動を紹介しました

　2023年3月、「東京大学人文社会ウィーク
2023」のアジア研究図書館企画展にて、記念セ
ミナーを開催しました

協働型アジア研究成果の出版



U-PARL 公式ウェブサイト

https://u-parl.lib.u-tokyo.ac.jp

U-PARL 公式ツイッターTwitter: https://twitter.com/U_PARL

UEHIRO PROJECT FOR THE ASIAN RESEARCH LIBRARY

〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
ph: 03-5841-4043  fax: 03-5841-4074

東京大学附属図書館アジア研究図書館上廣倫理財団寄付研究部門
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